
■
予
算
編
成
の
三
つ
の
柱

①
「
森
・
里
・
街
が
き
ら
め
く

　ふ
る

さ
と

　南
丹
市
」
を
実
現
す
る
予
算

　
限
ら
れ
た
財
源
を
、
よ
り
市
民
が
望

む
も
の
へ
集
中
す
る
た
め
、
経
費
を
徹

底
的
に
見
直
し
、
市
総
合
振
興
計
画
に

掲
げ
る
「
森
・
里
・
街
が
き
ら
め
く 

ふ

る
さ
と 

南
丹
市
」
を
実
現
す
る
、
市
の

将
来
を
見
据
え
た
予
算
に
努
め
ま
し

た
。

②
行
財
政
改
革
を
大
胆
に
す
す
め
、
コ

ス
ト
を
意
識
す
る
予
算

　
三
位
一
体
※
２

の
改
革
に
よ
り
地
方
分

権
が
進
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
地
方

　平成20年度一般会計、特別会計当初予算が
決まり、総額３４５億３,４５６万円となりま
した。今年度予算は、
①南丹市総合振興計画※１の将来像を実現する
②行財政改革を反映する
③市民や地域のニーズにきめ細かく柔軟に応
える
の３つの柱から、生活面を重視した予算とな
っています。

予　算　額

上水道事業会計

下 水 道 事 業

商 品 券 事 業

土 地 取 得 事 業

後期高齢者医療事業

企業会計

会　　計　　名

一　般　会　計

合　　　　計

国 民 健 康 保 険 事 業

老 人 保 健 事 業

介 護 保 険 事 業

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

市 営 バ ス 運 行 事 業

簡 易 水 道 事 業

自
治
体
が
自
ら
考
え
、
施
策
を
行
う
時

代
と
な
り
、
行
政
経
営
の
優
劣
が
は
っ

き
り
と
市
民
か
ら
問
わ
れ
る
「
自
治
体

選
別
の
時
代
」
で
す
。

　
市
町
村
の
格
差
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
広
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
「
ど

こ
に
住
ん
で
も
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
」
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
を
告

げ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
改
め
る
べ
き

と
こ
ろ
は
改
め
、
伸
ば
す
べ
き
と
こ
ろ

は
伸
ば
す
「
財
政
基
盤
の
強
化
」
が
、

最
も
優
先
す
べ
き
課
題
で
す
。
市
で
は

将
来
に
向
け
て
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
予

算
に
努
め
ま
し
た
。

③
市
民
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か

く
、
柔
軟
に
応
え
る
予
算

　
事
業
の
選
択
と
集
中
を
基
本
に
、

「
子
育
て
」
「
福
祉
」
「
教
育
」
「
安

心
安
全
」
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
し
、

住
み
や
す
さ
が
実
感
で
き
る
事
業
へ
の

重
点
化
に
努
め
ま
し
た
。

■
平
成
20
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
で
は
平
成
20
年
度
予
算

は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
15
億
８
’
２

０
０
万
円
（
６
・
８
㌫
）
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
歳
入
に
お
い
て
は
、
市
税
は
企
業
誘

致
や
新
築
家
屋
の
増
加
な
ど
に
よ
り
増

89

218億0,000万円

37億0,620万円

7億3,510万円

29億8,740万円

4,980万円

7億5,710万円

31億2,220万円

1,310万円

1億0,060万円

4億7,260万円

7億9,046万円

345億3,456万円

平成20年度予算額の内訳
（単位未満四捨五入）

用語解説
※１ 総合振興計画・・・長期的な展望
に基づいて、まちづくりの将来目標を
示すとともに、市政を総合的、計画的
に運営するために、各行政分野におけ
る計画や事業の指針を明らかにするも
のであり、市政運営の最も基本となる
計画です。
※２ 三位一体の改革・・・国と地方の
税財政に関する改革で、具体的には、
（1）国から地方への補助金の削減、
（2）国税から地方税への税源移譲、
（3）地方交付税制度の見直し、の3つ
を指します。これら3つの改革をまとめ
て実行することから、「三位一体の改
革」と呼ばれています。補助金と地方
交付税の削減と見直しによって国の負
担を減らす代わりに、これまで国税と
して徴収してきた一定の税財源を地方
に移し、地方自治体が自由に使えるよ
うにすることを目的としています。
※３ 自主財源・依存財源・・・自主財
源とは、市独自で収入額を決められる
自主的な財源のことをいいます（市
税、使用料、手数料など）。依存財源
とは、市独自で収入額を決められない
財源のことをいい、国などの政策によ
り収入額が大きく影響を受けます（地
方交付税、国府支出金など）。
※４ 公債費・・・市が借り入れた地方
債（長期の借金）の元利償還金（借金
の返済）および一時借入金（資金繰り
の借金）の利子の合算額。
※５ 扶助費・・・生活保護法、児童福
祉法、老人福祉法などに基づき対象と
なる方に支給する費用などのことで、
市が法律に基づかないで、単独で行う
費用なども含まれます。　

歳入・歳出の内訳

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
南
丹
市
の

自
主
財
源
は
歳
入
全
体
の
32
㌫
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
一
方
で
歳
出
に
お
い
て

は
、
公
債
費
※
４

や
人
件
費
、
扶
助
費
※
５

を
合
わ
せ
た
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
（
義
務
的
経
費
）
が
、
歳

出
の
42
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
財
政

改
革
の
一
つ
と
し
て
特
別
職
の
給
料
を

19
年
度
の
自
主
的
な
削
減
か
ら
さ
ら

に
、
市
長
は
５
㌫
か
ら
10
㌫
に
、
そ
れ

以
外
の
特
別
職
は
３
㌫
か
ら
６
㌫
に
、

一
般
職
員
（
管
理
職
）
も
管
理
職
手
当

を
30
㌫
か
ら
40
㌫
に
削
減
し
、
義
務
的

経
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
負
担
を
残
さ

な
い
よ
う
起
債
（
借
金
）
を
抑
制
し
、

本
年
度
末
に
は
約
10
億
円
の
地
方
債

（
借
金
）
残
高
を
減
ら
す
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

　
特
別
会
計
・
企
業
会
計
に
つ
い
て

は
、
福
祉
や
市
営
バ
ス
運
行
、
上
下
水

道
事
業
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
よ
り
一
層
の
財
政
の
健
全
化
を
図

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の
声
を
反
映

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
事
業
効
果
や
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
も
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、
南
丹
市
全

体
の
視
点
で
効
率
的
、
計
画
的
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

平成20年度南丹市予算

～将来を担う子どもたちに負担を残さないために～

３４５億３，４５６万円で
南丹市のまちづくり

歳　　入
218 億円

地方交付税
91億 9,200万円
（42.2％）

市債
26億 4,320万円
（12.1％）

市税
44億5,255万円
（20.4％）

その他
8億6,547万円
（3.9％）

繰入金
15億8,742万円
（7.3％）

繰入金
15億8,742万円
（7.3％）

国庫支出金
21億 7,306万円
（10.0％）

譲与税等交付金
8億 8,630万円
（4.1％）

自主財源※3

依存財源※3

一般会計

広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

平成20年度南丹市予算

歳　　出
218 億円

公債費
42億0,717万円
（19.3％）

人件費
31億 7,771万円
（14.6％）

扶助費
18億4,764万円
（8.5％）

補助費等
34億7,060万円
（15.9％）

繰出金
28億3,388万円
（13.0％）

物件費
27億0,524万円
（12.4％）

その他
1億5,467万円
（0.7％）

事業費
34億0,309万円
（15.6％）

その他経費

義務的経費

投資的経費


